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す
で
に
全
小
中
学
校
で
す
ば
ら

し
い
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
地
域
で
も
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
次
ペ

ー
ジ
に
主
な
も
の
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

町
で
は
、
各
学
校
の
「
ふ
る
さ

と
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
作
成

や
実
践
活
動
の
推
進
な
ど
に
努
め

る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
教
育
の

支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

現
在
、
ふ
る
さ
と
教
育
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
や
連
携
強
化
を
ね

ら
い
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
教
育
応

援
団
」
を
結
成
し
、
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
や

文
化
な
ど
専
門
分
野
に
詳
し
い
人

に
「
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士
」
と

な
っ
て
い
た
だ
き
、
学
校
の
ふ
る

さ
と
学
習
や
公
民
館
講
座
な
ど
の

講
師
に
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

さ
ら
な
る
ふ
る
さ
と
教
育
の
推

進
を
目
指
し
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と

教
育
応
援
団
」
と
「
ふ
る
さ
と
も
の

し
り
博
士
」
を
指
導
者
と
す
る
「
ふ

る
さ
と
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」
を
推
進
の
要
と
し
、
ふ
る

さ
と
に
愛
着
を
持
つ
青
少
年
の
育

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
つ
青
少
年
を
育
て
た
い

ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進
し
ま
す

ふ
る
さ
と
教
育
の

さ
ら
な
る
推
進
を

ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
つ
青
少
年
の
育
成
は
、
児
童
・
生
徒
自
ら
が
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
産
業
、
歴

史
・
伝
統
文
化
な
ど
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
ふ
る
さ
と
の
良
さ
や
特
色
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。近

年
の
社
会
の
急
激
な
変
化
は
、

学
校
を
取
り
ま
く
環
境
を
大
き
く

変
え
て
い
ま
す
。
香
美
町
で
は
少

子
化
が
進
み
、
大
半
は
小
規
模
校

に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
率
も

高
く
、
地
域
に
よ
っ
て
は
社
会
的

機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
に
生
き
る
大

人
こ
そ
が
「
但
馬
の
風
土
や
人
情

の
豊
か
さ
」
を
再
認
識
し
、
未
来

を
担
う
青
少
年
へ
新
た
な
付
加
価

値
を
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着

を
持
つ
青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と

が
緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
香
美
町
を
訪
れ
る

人
々
と
わ
が
町
の
人
々
が
語
り
合

い
ふ
れ
あ
う
な
か
で
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会

環
境
の
中
で
最
も
大
切
な
も
の
は
、

人
的
環
境
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団
」

「
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
教
育
の

基
本
理
念
　

ふ
る
さ
と
の
文
化
を
伝
承
す
る

人
材
も
高
齢
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
を
逃
せ
ば
香
美
町
の
文
化
を
伝

承
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

本
町
の
目
指
す
「
ふ
る
さ
と
教

育
」
は
、
こ
の
地
域
社
会
の
実
情

を
出
発
点
と
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
ふ
る

さ
と
を
心
の
糧
と
し
て
た
く
ま
し

く
生
き
る
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
間
の

育
成
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
学

校
教
育
・
社
会
教
育
の
両
分
野
で

ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
4
月

か
ら
「
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
推
進
す

る
に
当
た
り
、
こ
の
事
業
の
推

進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
「
ふ

る
さ
と
教
育
応
援
団
」
の
結
成

や
「
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士
」

の
登
録
を
進
め
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団
は
、

地
域
の
諸
団
体
、
町
民
活
動
な

ど
の
任
意
団
体
、
保
護
者
、
教

職
員
が
指
導
員
、
指
導
補
助
員

に
な
り
、
学
校
や
地
域
の
依
頼

に
応
じ
て
活
動
し
ま
す
。

各
小
中
学
校
が
中
心
に
な
っ

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
公
民
館
・
地
区
の

代
表
と
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
教

育
応
援
団
を
結
成
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団
の
募

集
は
、
校
区
単
位
で
行
い
ま
す
。

各
ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団
の

組
織
構
成
は
、
例
え
ば
「
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
区
の
公
民

館
長
や
区
長
）
・
指
導
員
（
専

門
分
野
に
詳
し
い
人
）
・
広
報

員
（
学
校
だ
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広

報
、
公
民
館
だ
よ
り
な
ど
で
情

報
発
信
）
・
補
助
員
」
な
ど
各

応
援
団
で
工
夫
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士
」

は
、
香
美
町
の
人
物
・
自
然
・

歴
史
・
伝
統
文
化
・
産
業
・
観

光
な
ど
に
詳
し
い
人
で
す
。

学
校
の
ふ
る
さ
と
学
習
や
公

民
館
講
座
な
ど
の
講
師
（
語
り

部
）
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
、

各
小
中
学
校
、
各
地
区
公
民
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふるさと
教育
応援団

学校
地区
公民館

ＰＴＡ
地域
住民
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■
ふ
る
さ
と
香
美
町

い
き
い
き
教
室

「
ふ
る
さ
と
香
美
町
い
き
い
き

教
室
」
と
は
、
学
校
の
教
育
活
動

の
中
で
、
学
校
を
離
れ
、
地
域
で

香
美
町
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る

体
験
活
動
を
実
施
す
る
授
業
で
す
。

昨
年
4
月
か
ら
香
美
町
の
全
小

学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
に
お
け
る
ふ
る
さ
と

文
化
い
き
い
き
教
室

公
民
館
な
ど
と
連
携
し
て
、
地
域

の
人
た
ち
に
指
導
者
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
芸
能
文
化
に
関
す
る

体
験
活
動
を
行
う
教
室
で
す
。

長
井
地
区
「
炭
焼
き
体
験
」
・
佐

津
地
区
「
ビ
オ
ト
ー
プ
田
作
り
」
・

香
住
地
区
「
冬
季
体
験
、
雪
山
遊

び
」
・
射
添
地
区
「
長
楽
太
鼓
体

験
」
・
小
代
地
区
「
し
め
縄
作
り
」

な
ど
5
地
区
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

■
社
会
教
育
推
進

モ
デ
ル
地
区
事
業

大
笹
地
区
の
伝
統
行
事
「
子
ど

も
念
仏
」
・
日
影
地
区
「
猿
尾
滝
ま

つ
り
、
観
音
ま
つ
り
な
ど
」
・
川

会
地
区
「
盆
踊
り
、
子
ど
も
獅
子

舞
」
な
ど
村
岡
区
で
3
地
区
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
海
の
環
境
教
育
推
進
事
業

指
定
校
の
実
践

（
柴
山
小
学
校
）

児
童
に
よ
る
海
水
浴
場
の
「
ク

リ
ー
ン
活
動
」
や
「
柴
山
小
柴
山
P

R
隊
」
を
結
成
し
、
柴
山
港
漁
協

で
の
セ
リ
体
験
な
ど
を
通
し
て
地

域
を
誇
り
と
す
る
心
を
育
て
て
い

ま
す
。

■
学
校
林
（
里
山
林
）
の

環
境
教
育
実
践
推
進

指
定
校
の
実
践

（
兎
塚
中
学
校
）

学
校
林
を
活
用
し
て
、
体
験
的

に
ふ
る
さ
と
に
親
し
も
う
と
、
炭

窯
づ
く
り
、
炭
焼
き
体
験
、
椎
茸

栽
培
な
ど
地
域
の
指
導
者
と
し
て

高
齢
者
を
招
き
、
先
人
の
知
恵
や

里
山
林
の
整
備
な
ど
の
大
切
さ
を

勉
強
し
て
い
ま
す
。

■
小
代
P
T
C
A
活
動

矢
田
川
の
清
掃
活
動
、
祭
り
な

ど
の
地
区
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、

小
代
区
の
中
で
4
つ
の
地
区
ブ
ロ

ッ
ク
ご
と
に
地
域
住
民
が
主
体
的

に
計
画
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

【
社
会
教
育
】

■
地
産
地
消
の
学
校
給
食

モ
デ
ル
事
業

（
佐
津
小
学
校
・
村
岡
小
学
校
・
小

代
小
学
校
）

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
と
大
根
の
み

そ
汁
・
イ
カ
の
カ
レ
ー
風
マ
リ
ネ

な
ど
の
調
理
実
習
。
香
住
町
漁
協

女
性
部
を
講
師
に
招
き
、
調
理
を

通
じ
魚
や
漁
業
に
親
し
む
学
校
給

食
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
人
権
教
育
を
通
し
て

（
奥
佐
津
小
学
校
）

平
家
が
平
・
三
川
山
・
神
ノ
浦

山
の
山
頂
征
服
に
至
る
ま
で
の
感

動
体
験
か
ら
「
友
た
ち
の
大
切
さ

や
ふ
る
さ
と
の
魅
力
」
な
ど
を
学

ん
で
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
教
育
に

町
長
を
招
く

（
小
代
小
学
校
）

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
商
工

観
光
や
福
祉
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に

そ
っ
て
、
日
ご
ろ
の
疑
問
や
提
言

を
町
長
に
直
接
投
げ
か
け
ま
し
た
。

長井地区の炭焼き体験

矢田川の河川清掃

射添小学校の児童による古代体験

柴山海水浴場で行われたクリーン活動森の大切さを学ぶ

地元の食材を使った調理実習

川会芸能保存会による子ども芸踊り
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ス
キ
ー
も
ボ
ー
ド
も
あ
と
わ
ず
か

町
内
ス
キ
ー
場
　
今
シ
ー
ズ
ン
大
い
に
に
ぎ
わ
う

【スカイバレイスキー場】
昨年末の大雪の影響で全国的にスキー場へ
のアクセスが大変でしたが、スカイバレイス
キー場には比較的たくさんのお客様にお越し
いただきました。スキー場自体の広さの点か
ら、あまりイベントらしいことができません
でしたが、スタッフ一丸となってお客様をお
迎えできたと思っています。近隣スキー場と
連携を取りながら最後まで楽しく滑れるよう
な運営をしていきたいと思います。

【ミカタスノーパーク】
今シーズンは早めの積雪のおかげで、予定
より半月早くオープンすることができまし
た。しかし、あまりにも雪が多すぎて交通ア
クセスの関係などお客様にご迷惑をおかけし
たこともありました。週末も天気に祟られた
ことも多かったのですが、本来のスキー・ボ
ード客に加え、香美町になって初めてのイベ
ント目当てにお越しになった人もたくさんい
ました。

昨年から今年の初めにかけて、香美町は近年にない大雪に見舞われ、町内でも多
くの被害が出ました。
しかし、一方で町内の4スキー場は豊富な雪に恵まれたため、安定した雪量で町外
から多くのスキー客、ボード客が訪れました。
また、各スキー場ではさまざまイベントを開催。訪れた人の心に冬の思い出を刻

んでいました。
町内4スキー場で今シーズン約24万8,000人（2月末現在）の入り込みがありました。
残り期間もあとわずか、4スキー場に今シーズンの状況をうかがいました。

【ハチ北高原スキー場】
早い積雪で予定より1週間早くオープンし

ました。スキー大会などのイベントの参加者
が年々少なくなってきていて、運営も苦労を
する点が多いのですが、今季はいつものシー
ズンにも増して、ファミリー層、シニア層の
姿が目立ちました。今後も新しい客層の開拓
に努めていきたいです。今でも順調に積雪が
あるので、4月の中ごろまで楽しめると思い
ます。

【おじろスキー場】
今季は気温差が激しく、ゲレンデ状況は決
して良いとは言えませんでした。全国的な大
雪で高速道路や鳥取方面の道路が影響を受け
てアクセスが大変だったと思います。お客様
の指向が変わってきている今、そのニーズに
対応できるような運営を目指してきました。
今シーズンもまだいくつかのイベントが残っ
ていますのでシーズン終了まで楽しんでいた
だけるようがんばります。美方高原雪祭りで行われたミニそりレース

スキー教室での利用もたくさんありました

にこにこＤＡＹで来場者にもちまきを行いました

晴れた日にスキー・ボードを楽しむ来場者
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地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る

子
ど
も
た
ち
を
不
審
者
か
ら
守
ろ
う

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
町
内
の
各
所
で
登
下
校
中
の
児
童
・

生
徒
が
不
審
者
に
声
を
か
け
ら
れ
た
り
す
る
事
件
が
続
出
し
て
い
ま

す
。一

人
の
子
ど
も
や
周
り
に
大
人
が
い
な
い
状
況
で
、
不
審
者
は
犯

罪
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
中
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
の
生
活
の
中
で
も

地
域
の
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、
声
か
け
や
見
守
り
を
し
て
く
だ

さ
い
。

〜
地
域
で
の
取
り
組
む
見
守
り
活
動
〜

子
ど
も
の
犯
罪
被
害
は
、
多
く

が
一
人
で
い
る
と
き
に
起
き
て
い

ま
す
。

複
数
で
い
る
場
合
に
は
、
一
緒

に
い
た
子
ど
も
が
、
ほ
か
の
大
人

に
事
件
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
早
期
の
救
助
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
の
た
め
、
基
本

的
な
事
項
を
子
ど
も
に
教
え
る
と

と
も
に
、
大
人
も
次
の
よ
う
な
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
と
き

・
遊
び
に
行
く
と
き
は
ど
こ
で
遊

ぶ
の
か
を
家
に
人
に
言
っ
て
か
ら

出
か
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
一
人
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

・
明
る
い
う
ち
に
帰
宅
さ
せ
ま
し

ょ
う

■
登
下
校
時

・
登
下
校
は
み
ん
な
で
一
緒
に
歩

か
せ
ま
し
ょ
う

・
寄
り
道
せ
ず
に
ま
っ
す
ぐ
家
に

帰
ら
せ
ま
し
ょ
う

■
不
審
者
へ
の
対
応

・
不
審
者
（
車
）
に
関
す
る
情
報
を

得
た
と
き
は
、
些
細
な
こ
と
で
も

警
察
や
学
校
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い・
子
ど
も
対
す
る
声
か
け
や
、
不

審
者
が
出
没
し
た
と
き
は
、
子
ど

も
に
そ
の
旨
を
教
え
、
具
体
的
な

対
応
を
指
導
し
て
く
だ
さ
い

■
み
ん
な
で
子
ど
も
を
守
る

・
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
を
点
検

し
ま
し
ょ
う

・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
時
に
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見

て
み
ま
し
ょ
う

・
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
、

一
人
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見

か
け
た
ら
早
く
帰
る
よ
う
、
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い

・
人
通
り
の
少
な
い
場
所
、
危
険

な
場
所
を
子
ど
も
と
と
も
に
確
認

す
る
た
め
、
危
険
場
所
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る

・
こ
ど
も
1
1
0
番
の
家
な
ど
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

・
低
学
年
の
児
童
（
一
部
幼
稚
園
児

も
）
は
防
犯
用
の
ベ
ル
や
笛
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ベ
ル
や
笛
の
音
を
聞

い
た
ら
救
助
に
行
っ
た
り
、
警
察

や
学
校
・
園
に
通
報
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

美
方
子
育
て
ネ
ッ
ト
21
応
援
隊（
小
代
区
）

一
昨
年
夏
か
ら
す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
先
進

的
な
グ
ル
ー
プ
で
婦
人
会
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

元
々
は
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
ぐ
る

み
で
子
育
て
を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
が
、
不
審
者
対
策
か
ら
小
学
校
低
学
年
、
高
学
年
、
中
学
生

と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
下
校
時
間
に
あ
わ
せ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

保
護
者
も
協
力
し
て
、
通
学
路
で
の
立
ち
番
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

を
自
宅
ま
で
送
り
届
け
て
い
ま
す
。

す
で
に
町
内
の
一
部
地
域
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
、

登
下
校
時
の
見
守
り
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
こ
れ
か

ら
活
動
を
始
め
よ
う
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
グ
ル
ー
プ
が
で
き
て
い
る
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
組
織
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
な
い
地
域
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

う
づ
か
っ
子
み
ま
も
り
隊（
兎
塚
小
学
校
区
）

兎
塚
地
区
の
区
長
会
、
防
犯
協
会
、
老
人
会
、
婦
人
会
、
幼
・

小
・
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
が
一
体
に
な
っ
て
3

月
13
日
に
発
隊
式
を
予
定
。
の
ぼ
り
旗
や
メ
ン
バ
ー
全
員
に
特
製
の

ジ
ャ
ン
パ
ー
を
配
布
し
て
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
下
校
時
に
、
通

学
路
な
ど
で
犯
罪
や
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

併
せ
て
、
あ
い
さ
つ
や
マ
ナ
ー
な
ど
の
指
導
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。

香
住
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
ト
班（
香
住
小
学
校
区
）

香
住
小
学
校
区
で
は
町
内
で
も
特
に
不
審
者
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
早
急
な
対
応
が
必
要
で
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
班
は
各
自

治
会
や
各
団
体
か
ら
参
加
を
募
り
3
月
1
日
に
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
香
住
小
学
校
区
内
を
地
域
ご
と
に
17
班
に
分
け
て
登
下
校
中
の

子
ど
も
た
ち
の
安
全
や
、
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
り

ま
す
。
お
揃
い
の
会
員
証
を
身
に
つ
け
て
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
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▼
青
山
　
理
沙（
香
住
二
中
3
年
）

平
成
17
年
度
中
学
生
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
、
第
65
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

▼
前
田
　
芽
衣（
村
岡
中
3
年
）

中
学
生
の
税
の
作
文
兵
庫
県
知
事
賞

▼
西
村
　
太
一（
小
代
中
3
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
1

位
、
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー

1
位
、
男
子
リ
レ
ー
1
位
、
第
54
回
近

畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
大
会
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ

リ
ー
3
位

▼
毛
戸
　
宏
紀（
小
代
中
3
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
2

位
、
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー

2
位
、
男
子
リ
レ
ー
1
位

▼
藤
井
　
圭
人（
小
代
中
1
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子

リ
レ
ー
1
位

▼
藤
澤
　
亮
裕（
小
代
中
2
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子

リ
レ
ー
1
位

▼
井
上
優
香
里（
小
代
中
3
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
1

位
、
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー

1
位
、
女
子
リ
レ
ー
1
位

▼
吉
岡
実
奈
美（
小
代
中
2
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
2

位
、
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー

3
位
、
女
子
リ
レ
ー
1
位

▼
北
　
あ
り
さ（
小
代
中
2
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
3

位
、
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー

2
位
、
第
54
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育

大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
大
会
女
子
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
3
位

▼
今
井
　
絢
菜（
小
代
中
3
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子

大
回
転
2
位
、
第
54
回
近
畿
中
学
校
総

合
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
大
会
女

子
大
回
転
3
位

▼
水
間
　
梨
絵（
小
代
中
3
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子

リ
レ
ー
1
位

▼
香
住
第
二
中
学
校

第
65
回
全
国
教
育
美
術
展
兵
庫
県
教

育
委
員
会
賞

が
ん
ば
っ
た
児
童
・
生
徒
を
表
彰

【
町
長
表
彰
】
11
人
、
1
校

【
教
育
長
表
彰
】
20
人
、
1
校

▼
松
江
　
大
樹（
奥
佐
津
小
4
年
）

第
6
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
図
画

コ
ン
ク
ー
ル
第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
長
賞

▼
松
井
　
諒
平（
佐
津
小
2
年
）

第
78
回
兵
庫
県
小
・
中
・
高
校
絵
画

展
特
選

▼
山
根
　
利
樹（
兎
塚
小
6
年
）

い
き
い
き
農
作
業
体
験
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
知
事
賞
最
優
秀
賞

▼
浅
田
　
　
強（
射
添
小
6
年
）

第
21
回
兵
庫
県
ち
び
っ
子
相
撲
大
会

個
人
戦
2
位

▼
辺
見
　
文
音（
小
代
小
6
年
）

税
の
書
道
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連

合
会
長
賞

▼
西
川
　
英
希（
香
住
一
中
3
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個
人
3
位

▼
安
田
　
良
平（
香
住
一
中
3
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個
人
3
位

▼
真
田
　
　
唯（
香
住
一
中
3
年
）

第
6
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
図
画

コ
ン
ク
ー
ル
第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
長
賞

▼
秋
山
　
朋
彦（
香
住
二
中
1
年
）

第
65
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

▼
安
井
　
麻
耶（
香
住
二
中
1
年
）

第
65
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

▼
小
田
　
恵
里（
香
住
二
中
2
年
）

第
65
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

▼
谷
　
　
貴
彰（
香
住
二
中
2
年
）

第
65
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

▼
田
淵
　
美
里（
香
住
二
中
2
年
）

第
65
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選
、
平
成

16
年
度
中
学
生
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞

▼
寺
川
　
成
美（
香
住
二
中
2
年
）

第
65
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

▼
沼
田
　
康
孝（
香
住
二
中
2
年
）

第
65
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

▼
亀
村
　
美
紀（
香
住
二
中
3
年
）

第
65
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

▼
山
盛
　
裕
美（
香
住
二
中
3
年
）

第
65
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選
、
第

78
回
兵
庫
県
小
・
中
・
高
校
絵
画
展
特
選

▼
地
主
　
成
希（
村
岡
中
2
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
3
位

▼
穴
田
　
雄
大（
村
岡
中
2
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子

大
回
転
3
位

▼
板
坂
　
愁
平（
兎
塚
中
2
年
）

第
49
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子

回
転
3
位

▼
小
代
小
学
校

兵
庫
県
学
校
歯
科
保
健
大
会
全
日
本

学
校
歯
科
保
健
優
良
校

平成17年度にスポーツや芸術の分野な

どで活躍した町内の児童・生徒を表彰す

る「平成17年度児童生徒表彰式」を2月24

日、香美町役場で行いました。

今回を表彰を受けた皆さんは次のとお

りです。

おめでとうございます。（敬称略）

今回表彰を受けた皆さん
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記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の

冬
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
3
月
に
入
る

と
徐
々
に
雪
も
消
え
、
あ
ち
こ
ち
に

“春
近
し
”
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

「
香
美
町
」
に
な
っ
て
初
め
て
の
冬
、

12
月
が
大
雪
だ
っ
た
お
か
げ
で
、
村
岡

区
、
小
代
区
の
4
つ
の
ス
キ
ー
場
は
十

分
す
ぎ
る
く
ら
い
の
雪
が
あ
り
、
多
く

の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

香
住
区
の
「
カ
ニ
す
き
客
」
と
と
も
に
、

香
美
町
の
冬
の
観
光
の
大
き
な
柱
で
あ

る
「
ス
キ
ー
客
」
を
雪
の
心
配
な
く
迎
え

ら
れ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

ス
キ
ー
場
の
多
い
香
美
町
は
、
ス
キ

ー
客
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
ス

キ
ー
人
口
も
多
く
、
優
秀
な
選
手
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

今
年
の
冬
季
国
体
に
も
、
兵
庫
県
選

手
団
26
名
の
う
ち
8
名
（
う
ち
高
校
生

3
名
）
が
香
美
町
で
占
め
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
中
学
・
高
校
の
全
国
大
会
に
も

24
名
と
、
多
く
の
選
手
が
出
場
し
て
い

ま
す
。

雪
質
が
良
く
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
も

っ
た
ス
キ
ー
場
、
そ
し
て
多
く
の
優
秀

な
選
手
。
ま
さ
に
「
ス
キ
ー
王
国
」
と
も

い
え
る
香
美
町
は
、
こ
れ
か
ら
一
層

“ス
キ
ー
の
ま
ち
”
と
し
て
も
内
外
に
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

香
美
町
長

こ
ん
に
ち
は
　
町
長
で
す

ス
キ
ー
王
国
　
香
美
町

・
一
般
の
部

最
優
秀
賞

今
子
浦
に
片
足
か
け
て
虹
立
ち
ぬ

海
の
色
濃
き
立
冬
の
午
後
　
　
　
澤
田
美
保
子
（
香
住
区
香
住
）

優
秀
賞

剥
製
の
う
す
い
茶
色
の
あ
ん
こ
う
さ
ん

今
夜
は
口
を
閉
じ
て
お
や
す
み
　
金
井
ヒ
ロ
子
（
姫
路
市
）

・
小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

て
っ
き
ょ
う
と
も
う
す
ぐ
お
わ
か
れ
さ
み
し
い
な

み
ん
な
の
心
に
の
こ
る
と
い
い
な
　
守
山
　
実
里
（
香
住
小
学
校
6
年
）

優
秀
賞

あ
ら
波
に
ま
け
な
い
力
で
そ
び
え
立
つ

あ
り
が
と
う
余
部
鉄
橋
　
　
　
後
垣
　
彩
名
（
長
井
小
学
校
5
年
）

・
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

夕
焼
け
空
シ
ル
エ
ッ
ト
に
な
り
浮
か
ぶ
の
は

元
気
を
く
れ
た
余
部
鉄
橋
　
上
道
　
寛
子
（
香
住
第
一
中
学
校
2
年
）

優
秀
賞

海
の
中
眠
れ
ぬ
イ
カ
が
見
上
げ
れ
ば

光
に
月
夜
と
イ
カ
釣
り
船

北
　
あ
り
さ
（
小
代
中
学
校
2
年
）

・
一
般
の
部

最
優
秀
賞

応
挙
寺
こ
ま
や
か
に
降
る
春
の
雪
　
　
　
水
間
千
鶴
子
（
神
戸
市
）

優
秀
賞

夕
す
げ
の
丘
に
一
基
の
海
難
碑
　
　
　
　
長
谷
川
喜
美
（
香
住
区
香
住
）

・
小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

松
葉
が
に
の
初
せ
り
せ
ま
り
活
気
づ
く
　
藤
原
辰
成
（
柴
山
小
学
校
5
年
）

優
秀
賞

大
み
そ
か
大
乗
寺
の
か
ね
な
り
ひ
び
く
　
濱
本
眞
子
（
香
住
小
学
校
6
年
）

・
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

雪
か
き
を
が
ん
ば
っ
て
す
る
父
の
顔
　
　
亀
村
伸
哉
（
射
添
中
学
校
2
年
）

優
秀
賞

朝
早
く
港
が
て
ら
さ
れ
カ
ニ
の
せ
り
　
　
中
瀬
昌
浩
（
香
住
第
二
中
学
校
2
年
）

町
内
外
か
ら
2
6
8
0
点
の
力
作
が
集
ま
る

第
3
回
か
す
み
の
四
季
を
詠
う

短
歌
・
俳
句
祭

香
住
の
自
然
や
風
土
、
文
化
、
生
活
な
ど
を
題
材
に
し

た
短
歌
・
俳
句
を
通
じ
て
香
住
を
見
つ
め
直
し
愛
着
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
作
品
を
募
集
し
て
い
た
「
第
3
回
か
す

み
の
四
季
を
詠
う
短
歌
・
俳
句
祭
」（
香
美
町
・
香
美
町
教

育
委
員
会
主
催
）
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
一
般
・
中
学
生
・
小
学
生
あ
わ
せ
て
過
去
最

高
と
な
る
短
歌
1
0
4
5
首
、
俳
句
1
6
3
5
句
の
計
2

6
8
0
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

短
歌
部
門
は
兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
に
、
俳
句
部
門
は
兵

庫
県
俳
句
協
会
に
よ
る
選
考
に
よ
り
、
最
優
秀
賞
・
優
秀

賞
を
選
出
し
ま
し
た
。

2
月
25
日
に
は
香
住
区
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
表
彰

式
で
は
入
賞
者
へ
の
表
彰
の
ほ
か
、
各
部
門
の
選
者
が
出

席
者
の
作
品
を
一
点
一
点
講
評
し
ま
し
た
。

～俳句部門～

～短歌部門～

表彰式の様子
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行政トピックス
●特別職の報酬などの状況

給　料

報　酬

町　長

助　役

議　長

副議長

議　員

818,000円

654,000円

321,000円

237,000円

214,000円

町　長

助　役

議　長

副議長

議　員

（平成16年度支給割合）
6月期　2.10月分
12月期　2.25月分

計　4.35月分

（平成16年度支給割合）
6月期　2.10月分
12月期　2.25月分

計　4.35月分

・給料月額など ・期末手当

香美町職員の給与などの状況をお知
らせします。これは、町民の皆さんに
知っていただくため、毎年公表してい
るものです。（※決算統計に準じた数
値のため、一般会計の数値と若干異な
ります。人件費には特別職に支給され
る給料、報酬などを含みます）

香美町職員の
給与を公表します

●人件費の状況

●
職
員
手
当
の
状
況

●職員の平均給料月額、平均年齢の状況

住民基本台帳人口
平成17年3月31日現在

16年度

歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

前年度の
人件費率

15,573,782千円 359,037千円 2,480,716千円 15.9％ 15.8％22,712人
（外国人登録除く）

319,008円

329,728円

香美町

国

40.0歳

40.3歳

平均給料月額 平均年齢

一般行政職 ・調整手当　　　　　　　　　　　　　　　17,211円

・扶養手当　　　　　　　　　　　　　　　22,369円

・住居手当　　　　　　　　　　　　　　　 6,546円

・通勤手当　　　　　　　　　　　　　　　 7,414円

●各手当の支給対象職員1人当たり
平均支給月額の状況

（平成16年度支給割合）
期末手当　 勤勉手当

6月期　　1.4月分　　0.7月分
12月期　　1.6月分　　0.7月分

計　　3.0月分　　1.4月分
職制上の段階、職務の階級などによる加算措置

（平成16年度支給割合）
期末手当　 勤勉手当

6月期　　1.4月分　　0.7月分
12月期　　1.6月分　　0.7月分

計　　3.0月分　　1.4月分
職制上の段階、職務の階級などによる加算措置

期末手当
勤勉手当

退職手当

（支給率）
自己都合　　勧奨・定年

勤続20年　 21.00月分　 28.0875月分
勤続25年　 33.75月分　 43.335月分
勤続35年　 47.50月分　 60.99月分
最高限度額　60.00月分　 60.99月分

（支給率）
自己都合　　勧奨・定年

勤続20年　 21.00月分　 27.3月分
勤続25年　 33.75月分　 42.12月分
勤続35年　 47.50月分　 59.28月分
最高限度額　59.28月分　 59.28月分

平
成
18
年
度

食
生
活
改
善
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
生
募
集

こ
の
養
成

講
座
は
食
生

活
を
改
善
し

生
活
習
慣
病

な
ど
を
予
防

し
、
自
分
を

含
め
地
域
全

体
の
人
た
ち

の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
地
域
の
中
で

食
生
活
の
改
善
を
推
進
す
る
人
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
年
会
費
　
2
、
0
0
0
円

（
年
間
の
実
習
材
料
代
）

会
費
は
開
講
式
で
集
め
ま
す

▼
対
象
者

食
生
活
改
善
に
関

心
の
あ
る
人

（
既
に
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
を
修
了
し
た
人

は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
）

▼
申
込
期
限

3
月
20
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
先

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

（平成17年4月1日現在）

香　美　町 国

（平成17年4月1日現在）（平成17年4月1日現在）

（旧3町とも同割合）

（旧3町、矢田川流域衛生一部事務組合の合計）

（
4
団
体
と
も
同
割
合
）
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取り扱いできない主な内容

・公序良俗に反するおそれのあるもの

・政治活動、宗教活動に関係のあるもの

・社会問題についての主義主張を含むもの

・個人の名刺広告、これに類すると認められるもの

・医療、医薬品、化粧品などの広告で、薬事法などに抵触

するもの

・社員などの募集広告

・あたかも本町が推薦していると思われる表現のもの

・そのほか、広報紙に掲載することが不適当と認められるもの

「広報ふるさと香美」に企業広告を掲載しませんか？

掲載広告の内容
※広告内容などは、「広報ふるさと香美」広告掲載基準に当て
はまるものとさせていただきます。

●広告スペース 広告欄のスペースは、1枠につきタテ48ミリ×ヨコ180ミリ

●広告本数 月4社まで（応募者多数の場合は抽選）

●色 モノクロ

●広告料 10,000円／枠

●発行部数 8,000部

●申込方法 申込書（町のホームページからダウンロードできます）に必要事項を

記入して、広告原稿を添えて役場総務部企画課へ提出してください。

なお、掲載希望月の2カ月前の月末までに提出してください。 ●問い合わせ先　役場総務部企画課　�0796・36・1111

平
成
18
年
度
香
美
町
ふ
る
さ
と
便

（
ふ
る
さ
と
の
会
）
会
員
募
集

香
美
町
で
は
、
香
住
区
・
村
岡
区
・
小
代
区
そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
品
を
お

届
け
す
る
平
成
18
年
度
香
美
町
ふ
る
さ
と
便
を
実
施
し
ま
す
。

年
会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
と
、
か
す
み
コ
ー
ス
（
ふ
る
さ
と
香
住

会
）
で
は
香
住
ガ
ニ
な
ど
海
の
幸
を
中
心
に
年
3
回
、
む
ら
お
か
コ
ー
ス

（
ふ
る
さ
と
村
岡
の
会
）
で
は
山
野
の
素
朴
な
食
材
を
中
心
に
年
2
回
、
お

じ
ろ
コ
ー
ス
（
但
馬
ふ
る
さ
と
小
代
協
会
）
で
は
但
馬
牛
を
メ
イ
ン
に
田
舎

ら
し
い
産
品
を
年
3
回
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
特
産
品
を
お
届
け
し
ま

す
。香

美
町
か
ら
お
届
け
す
る

“ふ
る
さ
と
の
味
”
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

■
年
会
費

・
か
す
み
コ
ー
ス
（
ふ
る
さ
と
香
住
会
）

1
5
、
0
0
0
円

・
む
ら
お
か
コ
ー
ス
（
ふ
る
さ
と
村
岡
の
会
）

1
0
、
0
0
0
円

・
お
じ
ろ
コ
ー
ス
（
但
馬
ふ
る
さ
と
小
代
協
会
）
1
5
、
0
0
0
円

■
申
込
期
限
　
3
月
24
日
（
金
）〈
専
用
の
払
込
用
紙
に
よ
る
入
金
期
限
〉

※
中
途
加
入
も
可
能
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
部
観
光
課
（
香
美
町
ふ
る
さ
と
便
係
）

蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
7
9
6
・
36
・
3
4
5
4

Ｅ
メ
ー
ル
　kan

ko
u
@
to
w
n
.m
ikata-kam

i.lg.jp

香
住
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て
、
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た

だ
く
「
か
す
み
香
り
レ
デ
ィ
」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
主
な
仕
事

香
住
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て
、
ま
ち
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
年
間
5
〜
10
回
程
度
）

■
募
集
人
数
　
3
人

■
任
　
　
期
　
平
成
18
年
度
〜
19
年
度
の
2
カ
年

■
特
　
　
典
　
任
期
終
了
後
に
「
ハ
ワ
イ
旅
行
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
応
募
資
格

香
美
町
香
住
区
在
住
か
在
勤
の
18
歳
〜
30
歳
ま
で
の
未
婚
の
女
性

（
自
薦
・
他
薦
は
問
わ
な
い
）

■
応
募
方
法

香
住
町
観
光
協
会
に
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法
　
4
月
16
日
（
日
）
午
前
中
に
面
接
審
査
を
行
い
ま
す

■
募
集
締
切
　
3
月
20
日
（
月
）

■
主
催
者
（
申
し
込
み
先
）

〒
6
6
9-

6
5
4
6

香
美
町
香
住
区
七
日
市
1-

1

香
住
町
観
光
協
会
　
蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
2
3
4

Ｅ
メ
ー
ル
　kasu

m
i-kan
ko
@
m
x
a.n
kan
sai.n
e.jp

平
成
18
年
〜
19
年
度

か
す
み
香
り
レ
デ
ィ
募
集

国民年金からのお知らせ

【４月からの保険料は13,860円】
国民年金の保険料額は4月から
毎年度280円ずつ引き上げられ、
平成29年度以降は月額16,900円
で固定されます。（物価や賃金の
状況で変更の場合あり）
これは、少子高齢化の進む中、
年金制度を将来にわたり持続し
ていくため、負担と給付のバラ
ンスを取るためです。
保険料の適正な負担について

ご理解をお願いします。

【国民年金保険料の学生納付特例を
申請された人へ】

平成17年4月～平成18年3月の
間に、学生納付特例を申請した
人の特例期間は、平成18年3月
までです。
引き続き学生納付特例を希望

する人は、4月以降に役場・各地
域局で申請手続きを行ってくだ
さい。申請には学生証の写しか
在学証明書、印かんが必要です。

【年金相談所の開設】
年金についての疑問や不安に

ついて、兵庫社会保険事務局豊
岡事務所の職員が皆さんの質問
にお答えします。
相談には、年金手帳などの基

礎年金番号のわかるものをご持
参ください。
また、保険料徴収も行ってい

ます。お気軽にお越し下さい。
●とき　3月28日（火）
午前10時30分～午後3時

●ところ　小代区総合センター　
●問い合わせ先
兵庫社会保険事務局豊岡事務所
蕁0796・22・3196
役場健康福祉部町民課　　　　
蕁0796・36・1111
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毎
年
、
建
物
火
災
で
1
、
0
0
0

人
を
超
え
る
人
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
う
ち
9
割
が
住
宅
火
災
に

よ
る
も
の
で
、
死
因
の
7
割
が
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
宅

は
火
災
は
発
見
が
遅
れ
や
す
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

火
災
に
い
ち
早
く
気
付
き
、
痛

ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
全
て
の
住
宅
に
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
す
る
こ

と
が
消
防
法
と
美
方
広
域
消
防
事

務
組
合
の
火
災
予
防
条
例
に
よ
り

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
築
住
宅
は
今

年
6
月
1
日
か
ら
、
既
存
の
住
宅

は
平
成
23
年
6
月
1
日
か
ら
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
す
。

火
災
の
熱
や
煙
を
感
知
し
て
警

報
を
鳴
ら
し
て
火
災
を
知
ら
せ
る

も
の
で
す
。

電
池
式
と
家
庭
用
電
源
式
が
あ

り
、
火
災
と
ガ
ス
漏
れ
を
両
方
検

知
で
き
る
複
合
タ
イ
プ
も
あ
り
ま

す
。

煙
を
感
知
す
る
も
の
を
「
煙
式
」、

熱
を
感
知
す
る
も
の
を
「
熱
式
」

と
い
い
、
設
置
は
「
煙
式
」
が
基
本

に
な
り
ま
す
。

■
煙
式
（
寝
室
、
階
段
）

煙
が
火
災
警
報
器
に
入
る
と
音

や
音
声
で
知
ら
せ
ま
す
。

■
熱
式
（
台
所
・
居
室
）

火
災
警
報
器
の
周
囲
の
温
度
が

一
定
の
温
度
に
達
す
る
と
音
や
音

声
で
知
ら
せ
ま
す
。

自
分
で
取
り
付
け
る
場
合
は
、

消
防
用
品
取
扱
店
、
電
気
店
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き

ま
す
。

新
築
な
ど
の
場
合
は
、
工
務
店

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

価
格
は
、
1
台
5
、
0
0
0
円
〜

1
0
、
0
0
0
円
程
度
で
す
。（
取
り

付
け
工
事
費
別
）

■
取
り
付
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
所（
下
図
○
印
）

▽
寝
室

就
寝
中
に
火
災
を
知
る
た
め

▽
階
段

火
災
の
煙
が
真
っ
先
に
集

ま
り
や
す
い
た
め

■
取
り
付
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
場
所（
下
図
矢
印
）

▽
台
所
・
全
て
の
居
室

火
災
が
発
生
し
や
す
い
場

所
に
も
取
り
付
け
る
こ
と
で

さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

不
適
正
な
価
格
、
無
理
強
い
販

売
な
ど
を
行
う
業
者
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。（
火
災
警
報
器
は
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
の
対
象
で
す
）

消
防
署
員
が
訪
問
販
売
な
ど
を

行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
火
災
警
報
器
に
関
す
る

相
談
・
質
問
は

美
方
広
域
消
防
本
部
予
防
課

蕁
0
7
9
6
・
92
・
0
1
1
9

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

購
入
方
法
や
価
格
は
？

設
置
場
所
は
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す

▽
平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら

新
築
住
宅

▽
平
成
23
年
6
月
1
日
か
ら

既
存
住
宅

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！

昨
年
11
月
か
ら
香
美
町
、
新
温

泉
町
内
か
ら
の
携
帯
電
話
の
1
1

9
番
は
、
美
方
広
域
消
防
本
部
で

受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
管
轄
境
界
付
近
で
は
、

隣
の
消
防
本
部
へ
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
1
1
9
番
」
通
報
は
、
通
報
者

に
事
故
の
場
所
や
状
況
な
ど
を
詳

し
く
聞
い
て
か
ら
消
防
車
や
救
急

車
な
ど
を
出
動
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
通
報
後
に
消
防
本
部
か

ら
通
報
者
に
電
話
を
か
け
直
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
の

1
1
9
番
通
報
に
つ
い
て

■
近
く
に
一
般
電
話
、
公
衆
電
話

が
あ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
そ
れ

ら
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
で
あ
る

こ
と
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

■
発
生
場
所
の
市
町
村
名
、
住
所

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

■
落
ち
着
い
て
事
故
の
概
要
を
話

し
て
く
だ
さ
い
。

■
1
1
9
番
通
報
後
、
携
帯
電
話

の
使
用
は
消
防
車
や
救
急
車
が
来

る
ま
で
控
え
て
く
だ
さ
い
。

■
電
波
の
弱
い
場
所
か
ら
の
通
報

は
会
話
が
途
切
れ
た
り
し
ま
す
。

場
所
を
少
し
移
動
し
た
り
、
電
話

の
向
き
を
工
夫
し
て
通
報
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

天井取付けタイプ

壁取付けタイプ

ＮＳマーク付き製品
を推奨します
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行政トピックス

浜坂健康福祉事務所
（浜坂保健事務所）

美方健康福祉事務所

浜坂農業改良普及センター

浜坂土木事務所

新温泉健康福祉事務所
（新温泉保健事務所）

新温泉農業改良普及センター

新温泉土木事務所

現　行 4月1日以降●県事務所の
名称変更について
4月1日、新温泉町

にある県事務所の名
称が右の表のとおり
変わります。

統

合

浜坂健康福祉事務所と美方健康福祉事務所の統合します。現在の両事務所の
業務は、新事務所（現浜坂健康福祉事務所）に引き継ぎます。
■問い合わせ先　但馬県民局総務課　蕁0796・26・3633

堆
肥
に
よ
る
土
づ
く
り
は
、
毎

年
投
入
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

肥
料
の
効
き
が
変
わ
り
、
全
体
的

に
肥
料
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

施
肥
な
ど
の
管
理
を
同
じ
よ
う

に
し
て
い
て
も
、
堆
肥
を
定
期
的

に
投
入
し
て
い
た
ほ
場
で
は
、
干

ば
つ
の
被
害
が
軽
減
さ
れ
た
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
堆
肥
に
よ
っ
て
土
が

で
き
て
き
た
こ
と
で
、
保
肥
力
、

保
水
力
が
高
ま
り
、
地
力
が
ア
ッ

プ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
異
常
な
気

象
に
左
右
さ
れ
に
く
く
、
作
物
が

安
定
し
て
成
長
し
た
か
ら
で
す
。

早
春
は
土
づ
く
り
に
最
適
な
時

期
で
す
。
作
付
け
の
1
カ
月
前
に

町
内
産
の
牛
ふ
ん
堆
肥
を
使
用
し

て
、
力
強
い
土
づ
く
り
を
行
い
、

安
心
で
お
い
し
い
農
作
物
の
生
産

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

香
美
町
で
は
村
岡
有
機
セ
ン
タ

ー
と
小
代
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
2
つ

の
セ
ン
タ
ー
で
牛
ふ
ん
堆
肥
の
販

売
か
ら
散
布
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
持
ち
帰
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

水
稲
は
10
ア
ー
ル
当
た
り
1
・

5
ト
ン
、
畑
作
で
は
10
ア
ー
ル
当

た
り
2
・
0
ト
ン
を
目
安
と
し
て

投
入
し
ま
し
ょ
う
。

【
堆
肥
の
注
文
な
ど
】

村
岡
有
機
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

蕁
0
7
9
6
・
94
・
0
0
9
6

小
代
堆
肥
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

蕁
0
9
0
・
1
9
5
7
・
9
9
1
6

役
場
産
業
部
農
林
課
（
村
岡
庁
舎
内
）

蕁
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
産
業
建
設
課
　
　

蕁
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

農
家
の
こ
え

昨
年
秋
に
開
催
さ
れ

た
第
1
回
じ
ゃ
ん
ぼ
野

菜
コ
ン
テ
ス
ト
の
「
さ

つ
ま
い
も
」
の
部
で
準

優
勝
だ
っ
た
坂
本
清
子

さ
ん（
村
岡
区
大
糠
）は
、

「
毎
年
堆
肥
を
投
入
し

て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
を

転
作
で
作
っ
て
い
ま
す

が
、
土
が
軟
ら
か
く
な

り
、
水
は
け
も
よ
く
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
と

て
も
大
き
な
さ
つ
ま
い

も
が
で
き
満
足
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
地
元
産

の
堆
肥
を
使
っ
て
野
菜

づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

バラ堆肥

運　　搬

散　　布

2トン運搬
散布費用

袋 堆 肥

小代堆肥センター

3,000円／トン

2,000円／トン
（区内価格※2）

3,000円／トン
（区内価格※2）

16,000円
（区内価格※2）

な　し

村岡有機センター

4,725円／トン

3,150円／車※1

3,150円／車※1

15,750円

1袋40リットル／346円
(ＪＡ販売273円)

※町民は有機の里推進事業により助成が受けられます。

（村岡有機センターは運搬した場合のみ）

（平成17年度は1トン当たり2,000円）

備　考

※1 1車＝2トンまで
※2 区外は協議

※1 1車＝2トンまで
※2 区外は協議

※2 区外は協議

●堆肥価格表（一般町民価格）

良
い
作
物
づ
く
り
は
良
い
土
づ
く
り
か
ら

牛
ふ
ん
堆
肥
で
土
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

～事業主の皆さんへ～
労働保険料の申告・納付は、

4月1日から5月22日まで
となっています。
期間内に手続きを
お済ませください。

【兵庫労働局労働保険適用室】

税務課からのお知らせ

【平成18年度固定資産評価額の縦覧】
縦覧制度は、納税者が納付す

べき固定資産税に係る土地や家
屋の評価額が適正かどうかを、
町内のほかの土地や家屋の評価
額と比較して検討していただく
ための制度です。
縦覧希望者は、お気軽に役場

にお越しください。
・縦覧期間
4月3日（月）～5月1日（月）の平日
午前8時30分～午後5時15分
・縦覧場所　役場総務部税務課
・縦覧できる帳簿
土地の固定資産税納税者は「土
地価格等縦覧帳簿（土地の所在、
地番、地目、地積、価格）」を、
家屋の固定資産税納税者は「家屋
価格等縦覧帳簿（家屋の所在、家
屋番号、種類、構造、床面積、
価格）」を閲覧できます。
・縦覧手数料　無料

【固定資産課税台帳の閲覧】
納税義務者は、自己の資産に

ついての記載部分を固定資産課
税台帳で確認できます。また、
借地人や借家人なども固定資産
税の課税内容を閲覧できます。
・閲覧できる人
納税義務者、借地人・借家人、
固定資産の処分をする権利のあ
る人
・閲覧時間
平日の午前8時30分～午後5時15分
・閲覧手数料
1件250円（縦覧期間中は無料）
※納税義務者以外は、権利など
が確認できる書類を持参してく
ださい。
●問い合わせ先
役場総務部税務課
蕁0796・36・1111
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Town News
まちの話題

都
会
の
真
ん
中
に
雪
が
来
た
！

門
真
市
と
尼
崎
市
へ
香
美
町
の
雪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

雪
上
の
熱
き
戦
い

第
6
回
兵
庫
県
雪
合
戦
大
会

夫
婦
そ
ろ
っ
て
元
気
で
長
生
き

健
康
夫
婦
大
賞
に

岸
さ
ん
夫
妻

兵
庫
県
健
康
財
団
が
主
催
す

る
「
ひ
ょ
う
ご
健
康
夫
婦
大
賞
」

に
村
岡
区
柤
岡
の
岸
仁
（
91
歳
）

さ
ん
、
綾
子
さ
ん
（
88
歳
）
夫
妻

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

夫
婦
と
も
85
歳
以
上
で
、
自

宅
で
元
気
に
自
立
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
る
夫
婦
が
対
象
で
但

馬
か
ら
は
3
組
が
受
賞
、
岸
さ

ん
夫
妻
に
2
月
27
日
、
自
宅
で

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
の
秘
訣
に
つ
い
て
、
お

二
人
と
も
「
お
互
い
の
分
を
わ

き
ま
え
て
仲
良
く
日
々
を
過
ご

し
、
何
事
も
悲
観
的
に
な
ら
ず

に
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
。
自

分
が
長
生
き
す
る
こ
と
も
大
切

だ
が
、
二
人
そ
ろ
っ
て
長
寿
な

ら
何
に
も
増
し
て
幸
せ
な
こ
と
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

2
月
4
日
、
5
日
、
小
代
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
6
回
兵

庫
県
雪
合
戦
大
会
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

豊
富
に
あ
る
雪
を
活
用
し
て
、
町
内
外
の
人
た
ち
と
の
交
流
を

図
ろ
う
と
始
め
た
大
会
で
、
今
年
は
一
般
、
レ
デ
ィ
ー
ス
、
ジ
ュ

ニ
ア
の
各
部
あ
わ
せ
て
74
チ
ー
ム
が
参
加
。

1
チ
ー
ム
7
人
編
成
で
、
3
分
間
の
制
限
時
間
内
に
相
手
チ
ー

ム
の
旗
を
奪
う
か
、
相
手
に
雪
玉
を
当
て
て
ア
ウ
ト
に
し
、
3
分

経
過
後
に
残
り
選
手
の
数
が
多
い
チ
ー
ム
が
勝
ち
と
い
う
ル
ー
ル
。

一
般
の
部
で
は
、
優
勝
チ
ー
ム
が
来
年
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
へ
出
場
で
き
る
と
あ
っ
て
真
剣
勝
負
の
連
続
。

強
い
日
差
し
が
差
し
込
む
晴
れ
間
と
、
視
界
が
悪
く
な
る
猛
吹

雪
が
数
十
分
お
き
に
繰
り
返
さ
れ
る
悪
天
候
の
な
か
、
選
手
た
ち

は
懸
命
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。雪

の
な
い
地
域
に
雪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
。

長
年
交
流
を
続
け
て
い
る
村
岡
区
か
ら
門
真
市
へ
、
小
代
区
か

ら
尼
崎
市
へ
、
2
月
に
そ
れ
ぞ
れ
香
美
町
の
雪
を
贈
り
ま
し
た
。

村
岡
区
か
ら
は
ふ
る
さ
と
村
岡
の
会
（
岡
田
幸
雄
会
長
）
が
、

門
真
市
内
の
小
学
校
へ
順
番
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
今
年
は
2
月
7

日
、
同
市
北
巣
元
小
学
校
へ
新
雪
を
届
け
ま
し
た
。

小
代
区
か
ら
は
2
月
11
日
に
尼
崎
市
の
丸
橋
公
園
で
開
催
さ

れ
た
「
ふ
る
さ
と
雪
ま
つ
り
」
に
あ
わ
せ
て
前
日
の
10
日
に
搬

送
。両

市
と
も
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
、
ソ
リ
で
遊
ん
だ
り
雪

合
戦
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お二人ともお元気
岸仁さん、綾子さん夫妻

悪天候の中、奮闘する選手たち

門真市（上）、尼崎市（下）とも
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藤原町長へ目録を手渡す松浦部長

2
月
8
日
、
㈱
但
馬
銀
行
（
倉
橋
基
頭
取
、
豊
岡
市
）
が
、
香
美
町

の
進
め
る
矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事
業
に
対
す
る
助
成
金
と
し
て
50

万
円
を
町
に
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
行
が
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
づ
く
り
事
業
を
支
援
し
よ
う
と
始
め
た

取
り
組
み
で
、
香
美
町
へ
の
寄
附
が
第
1
号
。

同
行
を
代
表
し
て
役
場
を
訪
問
し
た
松
浦
直
樹
営
業
推
進
部
長
は
、

「
広
葉
樹
が
魚
な
ど
の
生
育
に
良
い
と
言
わ
れ
る
中
、
香
美
町
の
取
り

組
み
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
。
桜
な
ど
の
植
樹
に
よ
る
自
然
環
境
づ
く

り
を
と
お
し
て
、
但
馬
の
観
光
産
業
の
発
展
に
役
に
立
て
れ
ば
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

藤
原
町
長
は
、「
矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事
業
を
始
め
自
然
環
境
を

守
り
育
て
る
町
民
運
動
を
一
層
強
力
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、

今
回
の
寄
附
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

桜
つ
つ
み
街
道
事
業
に
共
感

但
馬
銀
行
が
植
樹
事
業
に
50
万
円
を
寄
附

み
ん
な
で
つ
く
る
住
み
良
い
世
界

香
住
区
で
差
別
を
な
く
す
る
町
民
の
つ
ど
い

国
内
外
か
ら
の
出
品
も

香
住
こ
ど
も
の
絵
1
0
0
人
展

同
和
問
題
を
始
め
と
す
る
人
権
問
題
を
解
決
を
目
指
し
、
2
月
18
日
、
香

住
区
中
央
公
民
館
で
「
差
別
を
な
く
す
る
町
民
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

香
住
同
和
教
育
推
進
協
議
会
（
中
村
曉
会
長
）
に
よ
る
こ
の
町
民
の
つ
ど
い

は
今
年
で
25
回
目
。

今
回
は
奥
佐
津
小
学
校
・
佐
津
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
人
権
学
習
や
仲

間
づ
く
り
な
ど
、
人
権
の
尊
重
に
か
か
わ
る
学
校
生
活
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
行
政
か
ら
は
本
年
度
創
設
さ
れ
た
人
権
推
進
室

か
ら
、
ま
た
昨
年
の
全
国
人
権
・
童
話
教
育
研
究
大
会
に
参
加
し
た
町
民
の

代
表
者
か
ら
の
意
見
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
践
発
表
の
後
は
、
出
席
者
全
員
で
大
会
ア
ピ
ー
ル
を
読
み
上
げ
、
差
別

の
な
い
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
確
か
め
あ
い
ま
し
た
。

2
月
22
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
香
住
文
化

会
館
で
「
香
住
　
こ
ど
も
の
絵
1
0
0
人
展
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
感
受
性
、
表
現
力
育
成
を
目

的
に
旧
香
住
町
で
行
っ
て
い
た
展
覧
会
で
今
年

で
16
回
目
。
香
住
区
内
の
小
中
学
生
や
園
児
が

1
年
間
授
業
や
夏
休
み
の
課
題
な
ど
で
作
成
し

た
作
品
を
集
め
ま
し
た
。

余
部
鉄
橋
や
岡
見
公
園
な
ど
区
内
の
観
光
名

所
だ
け
で
な
く
、
路
地
裏
な
ど
の
ま
ち
な
か
の

風
景
や
夢
の
世
界
を
描
い
た
絵
画
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
県
立
香
住
高
等
学
校
絵
画
部

や
全
国
教
育
美
術
展
の
入
選
作
、
モ
ン
ゴ
ル
の

子
ど
も
た
ち
の
作
品
も
出
品
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
作
品
は
今
後
、
約
1
年
間
、
公

共
施
設
を
中
心
と
し
た
各
施
設
に
展
示
さ
れ
、

町
民
や
観
光
客
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

全国レベルの作品も出品された展示会場

実践発表をする佐津小学校の児童たち
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香美町役場本庁舎　　　　　　36・1111

〃　　　南庁舎　　　　　　39・2053

〃　　　村岡地域局　　　　94・0321

〃　　　小代地域局　　　　97・3111

香美町教育委員会　　　　　　94・0101

〃　　　　香住分室　　36・3764

〃　　　　小代分室　　97・3966

公立香住総合病院　　　　　　36・1166

公立村岡病院　　　　　　　　94・0111

香住地域福祉センター　　　　36・4345

香住老人福祉センター　　　　36・5008

村岡老人福祉センター　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

◆
主
な
連
絡
先
◆

清水工業㈲

守山工務店

㈲小谷工務店

㈲ＴＥＳ

㈱ナカイ自動車センター

ＢＡＲ凸凹

カスミ化成㈱

西村歯科医院

日本交通㈱

寺田ガス㈱

小林水産運輸㈲

但馬ディーゼル㈲

社会福祉法人香寿会

〃

㈱香住自動車教習所

㈲西増商店

香住食研㈱

〃

㈱香住観光公社

関西進学塾

村瀬医院

大城建設㈱

〃

㈱西村工務店

ビック㈱

黒田産業㈱

ヨシオカテクノ㈲

美岡工業㈱

㈱田野工務店

㈱大城土建

〃

㈲谷川工務店

〃

㈲田野興業

電気工事施工管理技士

型枠大工

土木施工管理技士

警備員

事務員

店長候補

一般事務

歯科衛生士

タクシー乗務員

営業・配送係

長距離運転手

機械整備工員（見習可）

看護職員

介護職員

教習指導員

水産加工員

食品製造

〃

フロント係

学習塾講師

薬剤師

重機オペレータ

土木施工管理技士

建築施工管理技士

裁断・縫製・検査・仕上

販売

旋盤オペレータ

旋盤オペレータ

建築大工

重機オペレータ

現場監督

土木技術者・作業員（見習可）

建築大工（見習可）

運転手

不問

30以下

不問

不問

35以下

35以下

18～35

不問

不問

不問

35以下

30以下

不問

不問

35以下

40以下

不問

不問

不問

25～50

50以下

不問

不問

25～40

不問

25以下

不問

不問

不問

不問

不問

不問

不問

30～40

1

3

1

20

1

1

1

1

2

1

2

1

1

2

1

2

3

3

1

1

1

1

1

1

3

1

5

10

1

1

1

2

2

1

事業所名 職　　種 年齢 人数

▼パート

求人情報
（平成18年1月21日～2月20日・順不同）

調理スタッフ

販売

銀行内部事務

接客係

検品・仕上

縫製

水産加工員

カニの身出し

カニの身抜き

製造工員

35以下

35以下

20～45

20～35

55以下

55以下

不問

不問

不問

45以下

1

3

10

2

1

1

2

2

2

7

ハローワーク香住（職業安定所）
蕁0796・36・0137

◆長期固定金利住宅ローン
「フラット35」◆

住宅金融公庫では、従来の公庫融
資に代わり長期固定金利型住宅ロー
ン「フラット35」を提供しています。
フラット35は最長35年間、返済

額が変わりません。これから生活費
が挿花する子育て世帯などに適した
固定金利の住宅ローンです。
返済が難しくなったった場合でも、
利用者の事情にあわせて返済期間の
延長などのご相談もお受けします。
詳しくは住宅金融公庫大阪支店フ
ラット35ほっとライン（蕁06・
6281・9370）にお問い合わせくだ
さい。
ほっとラインは月～金曜日は午前
9時～午後5時、土曜日は午前10～
午後5時まで受け付けています。

◆土地の先買い制度◆
土地の先買い制度とは、県や市町
などが都市の健全な発展と秩序ある
整備を促進するために、公有地の拡
大の推進に関する法律により、必要
な土地を計画的に取得する制度で
す。
土地を有償譲渡する場合には、当
該土地の所在する市町を経由して県
知事に届け出なければなりません。
届出をしなかったり、虚偽の届出
をした場合は罰則が適用されること
があります。
土地を譲渡しようとする3週間前

までに届出をしてください。
蜷届出が必要な面積

ＢＡＲ凸凹

ゴダイ㈱

㈱但馬銀行

ライムライト

㈱ライフアート

〃

㈲西増商店

第八長栄㈲

㈲磯金商店

エイワ電器㈱

階層

第1
～
第4

第5

第6

第7

3歳未満児

28,900

33,500

36,000

3歳以上児

26,500

29,500

32,000

徴収金基準額（月額：円）

省略 省略

階層

第1
～
第4

第5

第6

第7

3歳未満児

28,900

33,500

36,000

3歳以上児

26,900

31,900

34,600

徴収金基準額（月額：円）

省略 省略

広報ふるさと
香美1月号9ペー
ジ「平成18年度保
育所園児募集」平
成17年度保育料
の表に一部誤り
がありました。
右のとおり訂

正します。

・都市計画区域内の都市計画施設の
区域内などの土地…200平方メート
ル以上
※地方公共団体などに対して土地の
買い取りを希望される場合は申し出
することができます。
蜷問い合わせ先
兵庫県土地対策室
蕁078・341・7711
役場総務部企画課
蕁0796・36・1111

◆商業・法人登記事務の
コンピュータ化について◆

神戸地方法務局豊岡支局では、商
業・法人に関する登記事務につい
て、3月20日（月）から順次、コンピ
ュータ化を行い処理することになり
ました。
なお、全ての会社・法人のコンピ
ュータ化が完了するまでに5カ月程
度が見込まれ、証明書などの発行に
時間がかかる場合がありますがご了
承ください。
コンピュータ処理になると次の点
が変更されます。
・登記簿謄本・抄本は「登記事項証
明書」に代わります。
・登記簿の閲覧制度は廃止され、代
わりに「登記事項要約書」を交付
する制度になります。
・代表者の資格証明書は「代表者事項
証明書」（1通1,000円）になります。
蜷問い合わせ先
神戸地方法務局豊岡支局
蕁0796・22・2703
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◆走る県民教室利用団体◆
走る県民教室は、県や市町の施設
を、バスを借り上げて見学する場
合、借り上げ経費の一部を県が補助
する制度です。
蜷利用できる団体
・自治会、婦人会、老人クラブ、子
供会などの地域団体、グループ
・企業の研修、公共団体や学校（学
校の遠足、公民館が募集するツア
ー）、バス借り上げ料が別の補助
を受けているものは対象外
・補助は1団体につき1年度1回限り
蜷補助条件
・県内の「日帰り」か「1泊2日」
（県外へ出る場合は対象外）
・日帰りは県の見学対象施設を2カ
所以上か県・市町の見学対象施設　
を各1カ所以上見学すること
・1泊2日は県の見学対象施設を3カ
所以上か県の見学対象施設を2カ
所以上、市町の見学対象施設を1
カ所以上見学すること
・民間の借り上げバスを団体で直接
借り上げてください
・参加人数は20人以上（当日参加者が
20人未満になった場合は対象外）
・バスの往復利用が基本。ただし、
伊丹～但馬空港を片道利用した場
合に限り例外を認める
蜷補助金額
バス借り上げ料（消費税、通行料、
駐車料、ガイド料除く）の半額以内
ただし、バス1台当たり日帰りは

5万円、1泊2日は10万円を限度とし
ます
蜷募集期間
・6月1日～9月28日利用分
…4月17日（月）～28日（金）

・9月29日～12月31日利用分
…7月31日（月）～8月11日（金）

・1月1日～3月31日利用分
…11月20日（月）～12月1日（金）
蜷問い合わせ（申し込み）先
但馬県民局企画調整部調整課
蕁0796・26・3613

◆木の殿堂特別企画「但馬作家五人展」◆
但馬で活躍する芸術家5人の作品

を展示します。
蜷と　き
4月15日（土）～5月14日（日）

蜷ところ　木の殿堂南・北ホワイエ
蜷出展者（敬称略）
藤原正和（立体絵画）、中村幸久

（木工家具）、吉井周平（陶芸）、光藤
佐（陶芸）、前田華汀（書）
蜷問い合わせ先
県立兎和野高原野外教育センター
木の殿堂　蕁0796・96・1388

◆春の全国交通安全運動◆
4月6日（木）～15日（日）に春の全
国交通安全運動が実施されます。
「子どもと高齢者の交通事故防止」
「交差点の交通安全」「自転車の安全
利用の推進」「シートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底」
を運動の重点項目に挙げています。
みんなで事故のないまちを目指し
ましょう。

◆ご利用ください　国の教育ローン◆
国民生活金融公庫の「国の教育ロ
ーン」は、入学時の学校納付金のほ
か、在学中に必要な授業料、交通費
などに利用していただけます。
蜷利用できる人
高校・大学・専門学校などに入

学・在学する本人か保護者で、年間
収入が990万円（事業所得者は770万
円）以内の人
蜷融資額
学生・生徒一人につき200万円以内
蜷返済期間　10年以内
蜷据置期間
在学期間内での元金の据置が可能

（返済期間に含む）
蜷利率　年1.85％（1月10日現在）
蜷問い合わせ（相談）先
国民生活金融公庫豊岡支店
蕁0796・22・4327

◆五月人形組み木教室参加者◆
木とふれあい、造形について学ぶ

とともに、子どもの成長を願った五月
人形にちなんだ組み木を製作します。
蜷と　き　4月16日（日） 2回制
午前10時～、午後1時30分～
蜷ところ　木の殿堂工作室
蜷内容
五月人形のデザインシートの中か
ら一つを選び、電動糸ノコを使って
組み木を作成します。
蜷募集人数　20人（各回10人）
※定員になり次第締め切り
蜷参加費　1,000円（当日徴収）
蜷申し込み方法
木の殿堂まで電話でお申し込みく
ださい。
蜷問い合わせ（申し込み）先
県立兎和野高原野外教育センター
木の殿堂　蕁0796・96・1388

◆香住町山手土地区画整理事業計画
（変更）の縦覧◆
現在、香住町山手土地区画整理組

合が事業を進めている「香住町山手
土地区画整理事業」の事業計画の変
更（第2回）を4月3日（月）から16日
（日）までの間、役場建設部建設課
（土・日曜日は宿直室）で縦覧します。
利害関係者で、この事業計画に意
見のある人は、4月3日（月）から30
日（日）までの間に、兵庫県知事に意
見書を提出することができます。
蜷問い合わせ先
役場建設部建設課
蕁0796・39・2058

◆司法書士による登記・相続・多重
債務・消費者問題・成年後見などの
無料法律相談会◆
蜷と　き　4月15日（土）

午後1時～4時（予約制）
蜷ところ　豊岡市民会館
蜷問い合わせ（予約）先
兵庫県司法書士会但馬支部
蕁079・665・8025

けいじばん
募　　集

そのほか

開　　催
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この広報誌は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙100％を使用しています。 

小代
おじろ

古代
こだ い

体験
たいけん

の森
もり

〒
669 -6592

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
1595の

3
tel 

0796
・
36
・
1111

fax
0796

・
36
・
3
8
0
9

電子メール
in
fo
@
to
w
n
.m
ik
a
ta
-k
a
m
i.lg
.jp

ホームページ　　h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.m
ik
a
ta
-k
a
m
i.lg
.jp

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
1
2
号
）
平
成
1
8
年
3
月
9
日
発
行

■
発
行
／兵
庫
県
香
美
町
■
企
画
編
集
／総
務
部
企
画
課

香香 美美
名名所所 巡巡りり

古代体験の森 

至新温泉町 
・鳥取 

至養父市・京都 

国道482号 

町道 

山村広場 
 

至秋岡 小代物産館 

広井バス停 

長板 
交差点 

国道9号 

編
集
後
記
「
日
々
雑
感
」

まちのうごき
（平成18年2月1日現在）

合　計　22,594人（－ 5）
男　　10,767人（－ 1）
女　　11,827人（－ 4）
世帯数 6,977世帯（＋ 5）

カッコ内は前月比

気
が
つ
け
ば
も
う
3
月
。

思
え
ば
昨
年
の
今
ご
ろ
、
香
美
町
誕
生
を

間
近
に
控
え
、
各
町
役
場
で
は
旧
町
の
総
仕

上
げ
と
、
新
町
へ
の
準
備
作
業
で
連
日
遅
く

ま
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
本
当
に
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
不
安
が
み
ん
な
の
心
に
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
1
年
…
。
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
に
平
成
17
年
度
が
終
え

ら
れ
そ
う
な
雰
囲
気
で
す
。

「
便
り
が
な
い
の
は
元
気
な
証
拠
」
と
い
い

ま
す
が
、
香
美
町
も
こ
の
一
年
間
の
状
況
が

「
元
気
な
証
拠
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

新
年
度
か
ら
は
懸
案
と
な
っ
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
と
行
財
政
改
革
と
い
う
一
見
相
反
す

る
政
策
を
同
時
進
行
で
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
時
間
が
待
っ
て
く
れ
る
わ
け
で

は
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【写真上】古代の住居を復元した体験の森
【写真下】古代人の生活体験ができる

小代区広井で実施された山村広場

整備工事に先立って、昭和61年から

62年にかけて上ノ山遺跡の発掘調査

が行われました。

調査の結果、縄文時代早期（約

7000年前）の住居跡、縄文土器の破

片、石器などが出土しました。

旧美方町ではこの調査をきっかけ

に先人の生活を多くの人に知っても

らい、古代の生活を体験してもらう

ため、『古代体験の森』を整備しまし

た。

体験の森は周囲を森林に囲まれて

いて、その中に縄文時代、弥生時代、

古墳時代の竪穴式住居3棟、古代高床

式倉庫1棟があり、石器づくり・土器

づくりなど体験学習を行う体験棟は

明治時代初期の民家を利用していま

す。

体験の森を一歩入ると、そこはも

う古代。大自然にふれたり、古代人

の生活を体験することで、古代を知

ることはもちろん、自然の大切さ、

自然と人との調和、人と人のつなが

りなどが学べるでしょう。

●問い合わせ先

香美町教育委員会小代分室

（小代地域連携センター内）

蕁0796・97・3966


